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K18S2(KinkiUniversityInformation

SystemofSerials)雑 誌 目録検 索 システ ム

が6階 雑誌 閲覧室 で稼働 し始 めて 、はや数 ヵ

月が過 ぎす っか り6階 の顔 にな りま した。

OPAC(OnlinePublicAccessCatalog)

の 提 供 は、大学図書 館サ ー ビスの一環 と して

一般的 な もの にな りっっ あ ります。本学 にお

いて も雑誌 目録 シス テ ムの 公開 を 従来 か ら

望 む 声 も多 く、KI88(KinkiUniversity

InformationServiceSystem)図 書 目録 検

索 システムの開発 に一応の 目処 がっ いた1993

年9月 に雑 誌 シス テ ムの 開発 に着 手 しま し

た。

κZSS2の 開 発 に 際 して は、 学術 情 報 セ ン

ター との対 応を十分 に意識 した システムを 目

標 と し、 まず学術情 報セ ンターの 目録 システ

ム に本学 所 蔵 の雑 誌 の デ ー タを 登録 ・更 新

し、 さ らに その デ ー タを κ∫SS2シ ス テ ムへ

取 りこみ ま した。 また本学独 自の請求番号 等

の デー タを付加 す るために 目録 の カー ドとの

照 合を し追加 入力す る とい う作 業を行 いま し

た。 この よ うに、 デー タの追加 修正作業 と並

行 して、利用者 が よ り使いやす いよ うに画面

表示 、及 び画 面展開 の構成の検討 を幾度 も重

ね 、 プ ロ グ ラム の修 正 を行 い ま した。 そ し

て 、よ うや く一般 公 開に漕 ぎ着 け ることが で

きたのです。

従来 の 目録 カー ドと比較 し、κZS82に は

次 のよ うな利点 が あ ります。

1.誌 名 の他 にISSN・ 出版 者 ・請 求番号

・キ ー ワー ドなどの項 目が あ り多方面 か

らの検索 が可能 にな りま した。特 にキー

ワー ド検索 で はタイ トルの一部 の ワー ド

さえわか って いれば、その文字 が含 まれ

るすべての資料を検索表示 して くれま

す。

例えばrTetrahedronLetters」 とい

うタイ トルの雑誌を探 しているとします。

目録 カー一ドでは頭 の 「Tetrahedron」

のワー ドがわかっていないと検索できま

せんが、κ1882の 場合 「Letters」 か ら

でも検索可能です。

2.掛 け合わせ検索(AND検 索)が 可能

なので、わか っている情報を入力するこ

とで検索結果を絞 り込む ことができま

す。

例えば、キーワー ドと出版者がわかっ

ているとすれば、この二っの情報を掛け

合わせることで、より早 く求めている雑

誌を探 しだす ことができます。

3,目 録カー ドでは見落とし等による検索

もれが起こる場合がありますが、KZ8S2

ですと条件を満たす雑誌 ・紀要が全て表

示されます。

以上の様に便利な機能を もっK18S2で す

が、やはりまだカー ドで しか検索できないも

の もあります。まず中国、韓国関係の雑誌 は

文字対応が とれない為、登録 されていませ

ん。またマイクロ資料や、欠号の多い雑誌な

ども未登録の為、κZSS2で は検索で きませ

んのでカー ドを併用 しなければなりません。

KZSS2を 公開 した時は、果 してどれだけ

の利用があるだろうかという不安 もありま し

たが、利用率の方は上 々のようです。私たち

図書館員 も広報活動 ワーキ ンググループを結

成 し、利用者に端末機操作を習得 して もらえ

るよう 「公開端末講習会」を月一回ほど実施

しています。
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κZSSと 同様、κZ8S「2も将来的には各資料

室か ら見 られるよう改善されつつあります。

また雑誌の受 け入れ状況を公開することで利r4

用者に最新の情報を提供できるよう図書館の

日常業務 も含めてシステムを検討中です。 こ

のように改善課題 も多数ありますが、当館 も

新時代の図書館ヘー歩近づきました。

これか らも、利用者サー ビスの一層の向上

を 目指 し努力 していきたいと思います。
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